
（共同委託保険契約（組合一括契約、市町村一括契約、国有林分収育
林契約）
今年度から、被保険者カードの用紙及び窓付き封筒が変更になりまし
た。被保険者カード（新用紙）及び内訳書（普通紙）を使用し、A4で
出力し送付願います。
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皆様の元にお届けした、新しいポスターの写真に
関する情報をお知らせします。
♦災害種:水害 ♦損害発生:Ｈ30年7月
♦樹 種:スギ （平成30年7月豪雨(西日本豪雨))
♦損害時林齢:52年生
♦地 域:愛媛県松山市

R2年度
森林保険ポスター について

森林保険業務システム継続割引の「強制適用」 について

林業の分野でも、ドローンの活用が広がっています。
森林保険業務でも風害や火災の損害実地調査にドローンの活

用を進めておりますし、皆様の森林組合でも、様々な検討
や取組が進められていることでしょう。
ドローンの呼び名は、英語で雄ミツバチを指し、飛行音がハ

チの羽音のように聞こえるからという説や、1940年代にアメリ
カ製の射撃訓練用標的無人機が「ターゲット・ドローン」と 名
付けられたのが始まり、などと言われています。
今や「ドローン」といえば大抵は通じますが、元々はプ

ログラム飛行できるものを指しました。
今では、遠隔操縦するマルチコプターもドローンと呼ばれて

います。航空法では「無人航空機」という名称が使われ、人が
乗れない飛行機等で、遠隔操作か自動操縦で飛行できるものと
定義されています。これにはいわゆるドローンを含むのですが、
水中ドローンや一人乗り用ドローンは含まれません。
ややこしくなってきました。
次回も、ドローンに関する情報をお届けします。

継続割引の強制適用 ⦿ 変更なし
〇強制適用
〇強制適用解除

「継続割引の強制適用」の処理については、次の場合のみ対象です。これ以外の場合は「⦿変更なし」としてください。

① 継続契約の申込書作成で、平成７年４月14日以前に契約した旧国営保険のうち森林保険業務システムにデータが
入力されていない場合

② 継続契約のご案内のため、内容を変更した見積書を作成する場合
※②の場合の「⦿強制適用」は保険料計算のための処理ですので、申込書作成時は「強制適用」にチェックを入れないでください。

上記以外の場合に「強制適用」に
チェックを入れると、システム上は
反映されてしまいますが、適用はで
きません。
そのため、対象外の申込書で「強

制適用」にチェックが入っていると
受付ができませんので、ご注意くだ
さい。

ご注意ください


